
参考資料一覧 

 

 

Ⅰ．医療倫理に関する憲法・法・ガイドライン 

１．日本国憲法 

第十三条 〔個人の尊重と公共の福祉〕  

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S21/S21KE000.html 

 

２．医療法 

第一条、第一条の二、第一条の三、第一条の四  

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S23/S23HO205.html 

 

３．精神保健及び精神障害者福祉に関する法律 

第五章 医療及び保護 第二節 任意入院  

第二十二条の三 

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S25/S25HO123.html 

 

４．臓器の移植に関する法律 

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/H09/H09HO104.html 

 

５．民法（権利能力、債務不履行、不法行為） 

権利能力 第三条 

（定義）第八十五条 

（債務不履行による損害賠償）第四百十五条 

（受任者の注意義務）第六百四十四条 

（受任者による報告）第六百四十五条 

（不法行為による損害賠償）第七百九条 

（使用者等の責任）第七百十五条 

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/M29/M29HO089.html 

 

６．刑法関係（医療事故、堕胎、終末期） 

１）総則 

（正当行為）刑法第三十五条 

（正当防衛）刑法第三十六条 

（緊急避難）刑法第三十七条 

 

  

「ケアの倫理」研修受講者用 



２）医療事故 

（業務上過失致死傷等）刑法第二百十一条 

 ３）堕胎関係 

   ①刑法 

（堕胎）第二百十二条 

（同意堕胎及び同致死傷）第二百十三条 

（業務上堕胎及び同致死傷） 第二百十四条 

（不同意堕胎）第二百十五条 

（殺人）第百九十九条 

   ②母体保護法 

（定義）第二条 

（医師の認定による人工妊娠中絶）第十四条 

 ４）終末期関係 

（殺人）刑法第百九十九条 

（自殺関与及び同意殺人） 刑法第二百二条 

（傷害致死）刑法第二百五条 

（保護責任者遺棄等） 刑法第二百十八条 

（遺棄等致死傷）刑法第二百十九条 

 

刑法 

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/M40/M40HO045.html 

母体保護法 

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S23/S23HO156.html 

 

 

７．守秘義務規定  

１）資格に着目した守秘義務規定 

○刑法（秘密漏示）第百三十四条 

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/M40/M40HO045.html 

○医師の刑法上の守秘義務規定に関する特別規定 

精神保健及び精神障害者福祉に関する法律 第五十三条 

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S25/S25HO123.html 

※このほか、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（第六十七

条）、麻薬及び向精神薬取締法（第五十八条の十九）に同様の規定がある。 

 

○個別の資格法上の守秘義務規定 

保健師助産師看護師法 第四十二条の二 

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S23/S23HO203.html 



      ※このほか、臨床検査技師、衛生検査技師、理学療法士、作業療法士、機能訓練士、

言語聴覚士、臨床工学技師、義肢装具士、救急救命士、歯科衛生士、あん摩マッ

サージ指圧士、はり師、きゅう師、柔道整復士及び精神保健福祉士について、各

資格法に同様の守秘義務規定が置かれている。 

 

２）業務の特性に着目した守秘義務規定 

○精神保健医療関係  

精神保健及び精神障害者福祉に関する法律 第五十三条 

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S25/S25HO123.html 

○感染症医療関係 

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律 第六十八条 

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/H10/H10HO114.html 

○臓器移植関係 

臓器の移植に関する法律 第十三条 

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/H09/H09HO104.html 

※その他、結核予防法、薬事法、医薬品副作用被害救済・研究振興調査機構法、麻

薬及び向精神薬取締法、母体保護法、原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律、

国民健康保険法、社会保険診療報酬支払基金法に同様の規定がある。 

 

８．個人情報の保護に関する関係法規 

○個人情報の保護に関する法律 

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/H15/H15HO057.html 

※このほか、医療分野における個人情報の保護については、関係法規において個人

情報の適正な管理、本人等への情報提供等を規定し、その保護を図っているとこ

ろである。  

【関係法規の例】 

○医療法（情報提供、適正管理） 

 第一条の四第二項、第二十一条第一項第九号 

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S23/S23HO205.html 

○医師法（適正管理） 

 第二十四条 

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S23/S23HO201.html 

 

 

○臓器の移植に関する法律（適正管理、情報提供） 

 （記録の作成、保存及び閲覧） 第十条 

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/H09/H09HO104.html 

 



 

９．医療・介護関係事業者における個人情報の適切な取り扱いのためのガイドライン 

http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/seisaku/kojin/dl/170805-11a.pdf 

 

１０．終末期医療の決定プロセスに関するガイドライン 

    http://www.mhlw.go.jp/shingi/2007/05/dl/s0521-11a.pdf 

 

１１．高齢者ケアの意思決定プロセスに関するガイドライン 

人工的水分・栄養補給の導入を中心として 

http://www.l.u-tokyo.ac.jp/dls/cleth/guideline/1203GL_final_0312c.pdf 

     （東京大学文学部） 

 

Ⅱ．臨床倫理に関する宣言・指針集 

１．ヒポクラテスの誓い 

http://eyume.med.yamaguchi-u.ac.jp/pdf/hippocrates.pdf 

（山口大学医学部） 

 

２．リスボン宣言 

http://www.med.or.jp/wma/lisbon.html 

（日本医師会） 

 

３．医師の職業倫理指針（後半は研究倫理） 

http://www.tmd.ac.jp/med/bec/library/pdf/ishi.pdf 

   （東京医科歯科大学） 

 

４．看護者の倫理綱領 

http://www.nurse.or.jp/nursing/practice/rinri/rinri.html 

      （日本看護協会） 

 

Ⅲ．研究に関する倫理指針 

１．ヘルシンキ宣言 

http://dl.med.or.jp/dl-med/wma/helsinki2008j.pdf 

    （日本医師会） 

 

２．ベルモント・レポート 

http://med.kyushu-u.ac.jp/recnet_fukuoka/houki-rinri/pdf/belmont.pdf 

（九州大学） 


